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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究は、色素の光励起によるスピン超偏極の機構に基づき分子・材料を設計することで、穏和

な条件で生体分子を超核偏極するための分子集合材料、長寿命かつ高効率に電子スピン偏極を実現

する金属錯体骨格を新たに開発している。本研究で得られた知見は、高感度な核磁気共鳴を活用し

た医療診断や創薬スクリーニングに有益であるだけでなく、量子コンピューティングや量子センシ

ングといった量子技術への応用に重要なものであり、光化学、スピン化学ならびに分析化学上価値

ある業績であると認める。よって、本論文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


